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・災害復興について、長期的な災害復興
に関する研究の知見が希少 (宮本,
2015)

・災害の種類や被災地の地域性によって
被災者と災害ボランティアの関係のあ
り方やその活動の意義が多様

問題

西日本豪雨災害で被災したB地域で、
学生主体で長期にわたって継続されて
いる被災地復興ボランティア活動の参
加者の心理的体験過程を明らかにし、
そこから、学生主体のボランティアが
中・長期的に継続して活動を行うこと
の意義について検討する

目的

・データ収集方法 筆者自身のボランティア活動記録
研究協力者からのエピソード・インタビュー (Flick, 2007)

・研究協力者 B地域でのボランティア活動に参加している学生、教職員10名
・分析方法 M-GTA (木下, 2007)

方法

考察

長期間継続的に被災地復興ボランティア活動をする意義

最初のきっかけ

続ける意味 目の前の地域の方への思い

作業や寝食を共にする
メンバー間の絆

受け入れ先の地域の方との
つながりを感じる

被災者としての
姿が見える

被災当時の地域の方に
思いをはせる

目の前の地域の方に
思いをはせる

地域の方から歓迎
されていると感じる

メンバーへの
仲間意識

メンバー間の
関係ができると…

活動外でも気軽な
関係になり…

被災から
現在までの
道のりを

知ることで…

これからに
思いを向ける 達成感や最後まで伴走

したいという思いから…
メ
ン
バ
ー
内
で
楽
し
く

活
動
す
る
な
か
で…

地域の方との
何気ない
会話から…

活 動 者にとって：人との繋がりの喜びを感じられる体験、人生の転機、立ち寄りたい
場所の獲得

地域の方にとって：活動者が被災者を忘れないことや活動者の最後まで寄り添い続ける
意志が伝わること


